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等々力緑地再編整備実施計画改定骨子の策定に伴う 

パブリックコメントの実施結果について 

 

 

１ 概要 

  「等々力緑地再編整備実施計画改定骨子（案）」について、令和 3年 6月 1日から令和

3年 6月 30 日まで、市民の皆様の御意見を募集しました。 

その結果、552 通（意見総数 1646 件）の御意見をいただきましたので、御意見の内容

とそれに対する市の考え方について、次のとおり公表いたします。 

 

 

２ 意見募集の概要 

題名 「等々力緑地再編整備実施計画改定骨子（案）」について 

意見の募集期間 令和 3年 6月 1日（火）から令和 3年 6月 30 日（水）まで 

募集の周知方法 市政だより、市ホームページへの掲載 

各区役所市政資料コーナー、かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階）、 

中原区役所道路公園センター、等々力陸上競技場、とどろきアリーナ、

公文書館、等々力緑地テニスコート管理棟、建設緑政局等々力緑地再編

整備室での閲覧 

意見の提出方法 電子メール（専用フォーム）、ＦＡＸ、郵送、持参 

結果の公表方法 市ホームページへの掲載、 

各区役所市政資料コーナー、かわさき情報プラザ（市役所第３庁舎２階）、

中原区役所道路公園センター、等々力陸上競技場、とどろきアリーナ、

公文書館、等々力緑地テニスコート管理棟、建設緑政局等々力緑地再編

整備室での閲覧 

 

 

３ 結果の概要 

意見提出数（意見件数）  552 通 （1,646 件） 

（内訳） 電子メール  510 通 （1,495 件） 

ＦＡＸ  34 通 （96 件） 

郵送  6 通 （52 件） 

持参  2 通 （3 件） 
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４ 意見の内容と対応 

 等々力緑地の目指すべき将来像や陸上競技場の球技専用化への賛同などのほか、防災

機能の強化や主な施設の再編の考え方に対する御意見や御要望が寄せられました。公園

の将来像や持続可能な公園経営に関する御意見が寄せられたことを踏まえ、具体的な施

設イメージや新たな財源確保の事例等を追記するとともに、分かりにくい文言について

表記内容を見直した上で、「等々力緑地再編整備実施計画改定骨子」を策定いたします。 

 

（１）意見に対する本市の考え方の区分の説明 

  Ａ：意見を踏まえ、案に反映させたもの 

  Ｂ：意見の趣旨が案に沿った意見であり、取組を推進するもの 

  Ｃ：今後の施策を推進する中で、参考とするもの 

  Ｄ：質問・要望の意見であり、案の内容等を説明するもの 

  Ｅ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見） 

 

（２）意見の件数と対応区分 

項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

１ 社会状況の変化等を踏まえた目指すべき将来 

像に関すること 
21 31 22 6 0 80 

２ 公園区域の拡大と多摩川緑地や隣接公有地の 

連携に関すること 
1 0 0 0 0 1 

３ 緑地全体の再整備の検討に関すること 0 5 122 9 0 136 

４ 防災機能の強化に関すること 0 18 0 33 0 51 

５ 「新たな日常」を踏まえた役割の実現に関する 

こと 
0 0 4 44 0 48 

６ 主な施設の再編の考え方に関すること 0 21 320 49 1 391 

７ 陸上競技場の最適化（球技専用化）に関するこ 

と 
0 208 399 250 1 858 

８ 将来像の実現に向けた上位計画や条例の見直 

しに関すること 
0 0 0 3 0 3 

９ 将来的な公園のイメージに関すること 0 0 2 6 0 8 

10  持続可能な公園経営の実現に関すること 54 0 3 1 0 58 

11 スケジュールに関すること 0 0 0 12 0 12 

合 計  76 283 872 413 2 1646 
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５ 意見の概要と意見に対する本市の考え方 

（1）社会状況の変化等を踏まえた目指すべき将来像に関すること（80 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1  トイレの拡充（量の確保、

多機能トイレの配置、和式

から洋式への改修、清潔さ

の改善）が必要である。 

（同趣旨ほか 19 件） 

緑地内のトイレについては、設置管理状況な

ど、課題として認識していることから、「等々

力緑地の目指すべき将来像 ①誰もが心地よ

く過ごせる等々力緑地」の施設イメージの中

に、「トイレ」の文言を追記しました。 

 

Ａ 

2 ⑤「スポーツがひと・まち

を元気にする等々力緑地」

の施設イメージに記載の

「3×3」とは何か。単純にバ

スケットコートなどと記載

した方が平易で誤解を生ま

ないと思われる。 

 

「3×3」（スリーエックススリー）とは、オ

リンピック種目として実施されている三人制

バスケットボール競技となりますが、御指摘の

とおり分かりにくいことから、「三人制バスケ

ットボールコート」に文言を修正しました。 
Ａ 

3 「太陽光発電」の設置に

適していると考えており、

導入を期待したい。併せて

蓄電池の導入はないか。 

太陽光発電等、具体的な導入施設は未定とな

っておりますが、目指すべき将来像の実現や脱

炭素社会に向けた有効な取組であると考えて

いることから、導入に向けて検討してまいりま

す。 

 

Ｂ 

4 市民にとって利便性の向

上等が認められるので、

等々力緑地の目指すべき将

来像については賛成であ

る。 

（同趣旨ほか 26 件） 

等々力緑地再編整備に向けて、社会環境、市

民の意識、ライフスタイルの変化等の「新たに

考慮すべき整備の方向性」を踏まえ、これまで

の概念にとらわれない新たな「等々力緑地の目

指すべき将来像」を整理したものでございま

す。今後も安全・安心で魅力あふれる公園の実

現に向けて、取組を進めてまいります。 

 

Ｂ 

5 車いすや年配の方も利用

できる環境にしてほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

「等々力緑地の目指すべき将来像 ①誰も

が心地よく過ごせる等々力緑地」を目指して、

車いすや年配の方など誰もが利用しやすく使

いやすい環境の整備に向けて取組を進めてま

いります。 

 

Ｂ 
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6 ③「誰もが成長できる

等々力緑地」の施設イメー

ジとして「コワーキングス

ペース」という単語が出て

きたことに好感を抱いた。 

「等々力緑地の目指すべき将来像 ③誰も

が成長できる等々力緑地」を目指して、趣味、

体験、交流、学び、自己表現、市民活動、働く

といった多様なニーズに応える施設や機能を

導入し、誰もが成長できる場の創出に向け、取

組を進めてまいります。 

 

Ｂ 

7  現状、魅力が乏しかった

り、維持管理状態が悪かっ

たりしている。再編整備に

向けたロードマップの策定

や民間企業の活用方策の検

討が必要である。 

（同趣旨ほか 7件） 

具体的な再編整備のスケジュールや民間活

力の導入方法等については、「等々力緑地再編

整備計画推進委員会」に意見を伺いながら、魅

力あふれる公園及び持続可能な公園経営の実

現に向けて引き続き検討してまいります。 

Ｃ 

8 民間事業者の営利目的の

みとならないよう、地域の

人材、企業の関わりが必要

である。 

（同趣旨ほか 13 件） 

民間事業者の営利目的のみとならないよう、

等々力緑地の目指すべき将来像の実現に向け

て、企業、市民、地域とともに育んでいく公的

財産としての整備を行ってまいります。 

Ｃ 

9 川崎市のグラウンドの貸

し出しを特定のスポーツに

限るのはスポーツを平等に

誰もが身近に楽しめる環境

ではなく、改善が必要。 

（同趣旨ほか 1件） 

緑地内の多目的広場や運動広場などのグラ

ウンドについては、事前に川崎市が主催の大会

や公共性の高い団体等の利用日程を調整する

とともに、一般市民の利用日程の確保に努めて

おります。再編整備にあたっては、まとまりの

ある広場、オープンスペースを確保し、誰もが

気軽にスポーツを楽しめる空間づくりに努め

てまいります。 

 

Ｄ 

10 ⑥「ひとがつながり、まち

とつながる等々力緑地」の

文章に「まち」という単語が

あるものの、「ひと」という

単語がなく、等々力緑地を

起点にひとがつながるイメ

ージが湧かないので加筆修

正してはどうか。 

 

地元町会、活動団体、地域の企業、教育機関、

商店街、観光協会等の多様な主体が緑地の運営

に関わる仕組みをつくることにより、ひととひ

とがつながり、それが緑地を活かしたまちづく

りにつながるという意味合いが込められてお

り、そのような将来像の実現に向けて取組を進

めてまいります。 

Ｄ 
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11 骨子案について、等々力

緑地の一番の利用者である

等々力住民の理解を得るた

めには、まずは等々力住民

に対するメリット・デメリ

ットをきちんと提示してほ

しい。 

等々力緑地の目指すべき将来像の実現に向

けて、引き続き、近隣住民の皆様の御意見を伺

いながら再編整備の取組を進めてまいります。 

Ｄ 

12 多摩川緑地と一体的に整

備することで既存施設の有

効活用になることから、多

摩川緑地と等々力緑地を結

ぶ歩道橋を設ける事が最善

と考えるが、計画には多摩

川緑地が含まれていないた

め、今回の再編整備は最小

限のものに留めるべきであ

る。 

等々力緑地と多摩川緑地は多摩沿線道路に

より分断されているため、多摩川との連続性を

確保するための橋を整備するとともに、一体的

な活用に向けて検討してまいります。 

Ｄ 

13 等々力緑地を観光拠点と

して育て上げて頂きたい。 

また、周辺の観光資源と

なりえる神社・仏閣と連携

した、観光振興促進策を実

施することを検討してほし

い。 

これまでも、地域の観光資源と連携したイベ

ントを実施してきたところですが、今後の再編

整備にあたりましても、民間のノウハウや他都

市の先進事例などを参考にこれまでの概念に

とらわれない柔軟な発想を取り入れるなど、み

どりを活かしたまちづくりの取組を進めてま

いります。 

 

Ｄ 

 

（2）公園区域の拡大と多摩川緑地や隣接公有地の連携に関すること（1件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 「将来的に事業化を検討

するエリア」の中に、等々力

の住宅地が含まれてしまっ

ている。「今後、事業化を検

討」はいつ頃を予定してい

るのか。進捗の実態に応じ

た注記を記載していただき

たい。 

 

当該区域については、昭和１６年に都市計画

緑地として決定後、昭和３０年代から住宅や工

業団地が立地しているエリアとなっておりま

す。今回の改定骨子では、事業化の具体的な時

期は未定であることから、資料にその旨の文言

を追記しました。 

Ａ 
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（3）緑地全体の再整備の検討についてに関すること（136 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 緑地内の一般車両が通る

園路をなくすことは利用者

の安全につながると思う。 

（同趣旨ほか 4件） 

現在の中央園路は、道路法に基づく認定を廃

止し、Ｊリーグ等のイベント開催時のみ一般車

両の通行を禁止しております。再編整備にあた

りましては、公園の安全・安心な空間の確保、

公園中央部の分断の解消、柔軟な施設配置の観

点から中央園路を廃止し、新たに車両の通れる

外周園路の整備を検討してまいります。 

 

Ｂ 

2 緑地内の安全対策に不安

がある（暗い、夜間騒ぐ人が

いる、ホームレス等）。 

（同趣旨ほか 15 件） 

今後の再編整備の取組の中で、夜間照明の増

設や見通しへの配慮、施設管理用カメラの設置

など、安全対策について検討してまいります。 
Ｃ 

3  緑地内動線や周辺道路の

再整備（道の拡幅・舗装、歩

行者・自転車・自動車の動線

の確保、自転車専用レーン

の整備、近隣の渋滞対策、

等々力陸上競技場へのデッ

キ、多摩川との動線、サイン

類の充実）が必要である。 

（同趣旨ほか 60 件） 

誰もが分け隔てなくスムーズに等々力緑地

へアクセスでき、公園内の安全かつ円滑な歩行

者動線等を確保し、施設を快適に利用できる環

境を創出に向けて取組を進めてまいります。 

Ｃ 

4  自然の豊かさは残し、散

策できるような場所も残し

ていただきたい。暑い時期

でも休憩が取れる木陰やベ

ンチ等の設置が必要。また、

生き物と触れ合える場所が

あると良い。 

（同趣旨ほか 28 件） 

「等々力緑地の目指すべき将来像 ①誰も

が心地よく過ごせる等々力緑地」を目指して、

誰もが緑の中で癒され、リラックスしながら自

由な時間を過ごせるような広場や散策が楽し

める樹林地、水と緑の風景を眺めながら静かに

ゆったりと寛げる空間など、公園本来の目的で

ある憩いの場の提供を行ってまいります。今

後、具体的な取組内容について検討してまいり

ます。 

 

Ｃ 

5 騒音、日影、ゴミ等、近隣

住宅地への配慮を求める。 

（同趣旨ほか 4件） 

再編整備にあたっては、周辺環境への影響に

ついても配慮しながら取組を進めてまいりま

す。 

Ｃ 
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6 公園施設や植栽などの管

理水準の向上を求める。 

（同趣旨ほか 10 件） 

施設の老朽化や植栽や園路等の維持管理水

準の改善など様々な課題があると認識してお

り、公園内施設の効率的・効果的な維持管理運

営を目指し、課題解決に向けて取組を進めてま

いります。 

Ｃ 

7 中央園路の廃止に伴い整

備を予定していた等々力球

場の北側を通る園路の整備

を要望する。 

（同趣旨ほか 6件） 

 

当初、整備を予定していた、等々力球場の北

側を通る園路の整備計画については、公園の安

全・安心な空間の確保、公園中央部の分断の解

消、柔軟な施設配置の観点から見直しを行うも

のとし、新たに車両の通れる外周園路の整備を

検討してまいります。 

Ｄ 

8 多摩川と小杉神社を結ぶ

道は残してほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

現在の中央園路は、道路法に基づく認定を廃

止し、Ｊリーグ等のイベント開催時のみ一般車

両の通行を禁止しております。再編整備にあた

りましては、公園の安全・安心な空間の確保、

公園中央部の分断の解消、柔軟な施設配置の観

点から中央園路を廃止し、新たに車両の通れる

外周園路の整備を検討してまいります。 

Ｄ 

 

（4）防災機能の強化についてに関すること（51 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1  地震や水害などの自然災

害への対応や復興の拠点と

なるような視点を入れて計

画を深めてもらいたい。ま

た、災害時の避難場所とし

ての機能の充実を最優先で

整備してほしい。 

（同趣旨ほか 17 件） 

 

これまでの地域防災計画上の位置づけを継

承し、警察、自衛隊、消防機関およびライフラ

イン事業者の活動拠点や広域避難場所など、既

存の防災機能を維持・拡充するとともに、応急

仮設住宅の設置や災害廃棄物保管場所など、多

様な利用ができるオープンスペースを確保し

てまいります。 

Ｂ 

2 日産スタジアムがある新

横浜公園のような遊水池

や、地下の貯留施設等の水

害対策が必要である。 

（同趣旨ほか 24 件） 

 

令和元年東日本台風により、緑地内の施設に

おいても浸水被害が発生しており、その原因を

踏まえた上で、今後、同様の被害を起こさない

よう、釣池やグラウンド等に一時貯留機能を設

ける対策を検討し、計画に位置づけてまいりま

す。 

 

Ｄ 
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3  浸水ハザードマップを見

ると、危険度の高い等々力

緑地が避難場所や仮設住宅

等設置予定地として適切か

疑問がある。 

（同趣旨ほか 5件） 

緑地内のオープンスペースは、災害時の避難

や救援活動・物資受け入れ等の拠点、さらに応

急仮設住宅の設置や災害廃棄物保管場所とし

て活用することが想定されていますが、具体的

な位置や範囲については、災害の状況等により

判断することになると考えております。 

Ｄ 

4  大雨による施設への浸水

対策が記載されていない。 

大雨により、溢水が発生した際には釣池やグ

ラウンド等に一時的に貯留することで、施設へ

の浸水を最小限とすることができると考えて

おります。また、各施設においても、止水板の

設置などの浸水対策を検討してまいります。 

 

 

 

 

Ｄ 

5 等々力緑地という名称に

ついて、沼や河岸など水を

意識した名称に変えて、後

世に災害リスクのあること

を伝えた方がよいのではな

いか。 

地形を考慮した名称変更については、今回の

再編整備において想定しておりませんが、令和

元年東日本台風の被害を踏まえ、既存の防災機

能の維持・拡充を図ることで、市民の安全・安

心につながる等々力緑地を目指してまいりま

す。 

Ｄ 

 

（5）「新たな日常」を踏まえた役割の実現に関すること（48 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1  川崎市内の企業の協力を

仰ぎ５G通信、IoT、AI など

をフル活用した「先進イン

ターネットテクノロジーパ

ーク」として活用すること

を整備目標に加えてほし

い。（同趣旨ほか 1件） 

緑地におけるインターネット環境や IoT 等

の整備及びそれらを活用した情報発信につい

ては、利用者の利便性向上を図るため、民間企

業と連携し、適切な設備の整備を検討してま

いります。 

 

 

  

 

Ｃ 

2 広場へのWiFiの設置やイ

ンターネット、スマートフ

ォンアプリを活用した発信

の充実、認知度アップを図

ってほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

Ｃ 
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3 武蔵小杉、新丸子、武蔵中

原といった駅からの交通ア

クセスの改善等の検討が必

要である。また、府中街道な

どの周辺道路の整備が必要

である（地下鉄、モノレー

ル、LRT、歩道拡幅、シャト

ルバス等）。 

（同趣旨ほか 41 件） 

アクセスの改善については、これまでにも、

緑地への案内板の設置や臨時バスの発着場の

整備などを実施してきました。再編整備にあ

たっては、周辺道路の整備に加え、ICT技術や

新たな交通インフラの導入など民間事業者へ

のヒアリング等を通じ、等々力緑地内外のア

クセス改善等を検討してまいります。 

Ｄ 

4  スタジアム周辺やスタジ

アムへの動線をフロンター

レ色に演出してほしい。 

川崎市をホームタウンとする川崎フロンタ

ーレは「かわさきスポーツパートナー」であ

り、等々力緑地における重要なステークホル

ダーであることから、様々な連携により、魅力

あふれる公園の実現に向けた取組を検討して

まいります。 

  

5 「新たな日常」の中身の

説明がない。 

「新たな日常」とは、新型コロナウイルス感

染症を契機として、デジタル化の進展も相ま

って、テレワークの急速な普及、自宅周辺での

活動時間の増加等、人々の生活様式の変化を

表しているものです。 

Ｄ 

 

（6）主な施設の再編の考え方についてに関すること（391 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 芝生広場がほしい。 

（同趣旨ほか 20 件） 

 

 

 

芝生広場については、誰もが自由に遊んだり、

芝生の上で寛いだりするなど、憩いの場、賑わ

い創出の場として、既存施設の再編との調整を

行いながら、整備に向けて検討してまいりま

す。 

Ｂ 

2 B リーグや V リーグなど

の人気を踏まえて、とどろ

きアリーナの改築・新築を

希望する。ただし、体育室や

トレーニング施設について

も利便性の維持、向上が必

要である。 

（同趣旨ほか 11 件） 

 

アリーナの利用は飽和状態で、利用ニーズに

応えられていないことから、施設の経年劣化、

浸水被害や施設の利用状況等を踏まえ、緑地全

体の再編に合わせて考え方を整理し、課題解決

に向けて検討してまいります。 

 

 

 

 

Ｃ 
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3  屋内施設については、と

どろきアリーナしか整備さ

れておらず、バスケットボ

ールの公式戦を中心に休日

に利用され、一般市民の予

約が困難な状況が続いてい

る。 

アリーナの利用は飽和状態で、利用ニーズに

応えられていないことから、施設の経年劣化、

浸水被害や施設の利用状況等を踏まえ、緑地全

体の再編に合わせて考え方を整理し、課題解決

に向けて検討してまいります。（再掲） 

Ｃ 

4  プールやじゃぶじゃぶ池

などの整備が必要である。

また、その整備に関しては、

スタジアムのスタンド下や

アリーナとの併設が考えら

れる。（同趣旨ほか 41 件） 

プールについては、スポーツ施設との複合化

や公園区域の拡大に合わせ、管理運営を考慮し

た整備の可能性を検討してまいります。また、

水とふれあえる場の創出についても併せて検

討してまいります。 

Ｃ 

5 新たな施設（バスケット

ゴール、スケートボード・イ

ンラインスケート等のコー

ス、ランニング・ウォーキン

グコース、ランナーやサイ

クリストのステーション、

球技専用スペース、ドッグ

ラン、BBQ・キャンプ場、子

どもの遊び場・遊具、アスレ

チック、ステージ、土俵、武

道施設、スポーツミュージ

アム、フロンターレ博物館、

リニア見学 等）を整備して

ほしい。なお、スケートボー

ド等の施設には、騒音や安

全性に配慮すること。 

（同趣旨ほか 128 件） 

新たに導入する施設については、民間提案や

他都市の整備事例等を踏まえ、これまでの概念

にとらわれない柔軟な発想を取り入れるなど、

民間活力の導入を前提に条件整理やその事業

手法等を検討してまいります。 

Ｃ 

6 運動広場、多目的広場が

廃止となる、または現状の

ような利用ができなくなる

場合は、代替地をどのよう

に考えているのか明示して

ほしい。 

（同趣旨ほか 15 件） 

運動広場・多目的広場の代替については、公

園として拡大するエリアなどに新たなオープ

ンスペースを確保し、多様な利用ができるよう

検討してまいります。 Ｃ 
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7 駐車場や駐輪場の拡大、

配置の見直し、出口の増設、

路面の補修が必要である。

また、事前に予約できるシ

ステムがあるとよい。 

（同趣旨ほか 44 件） 

駐車場については、再編整備に伴い来園者の

増加が見込まれることから、公共交通機関の利

用を促進するとともに、既存の施設や新たに導

入を検討している施設などの配置、規模を踏ま

えた駐車場・駐輪場の整備位置や適切な台数に

ついて検討してまいります。また、デジタル技

術の活用についても検討してまいります。 

Ｃ 

8 釣池は、利用実態を踏ま

えて規模の見直しが必要で

ある。 

（同趣旨ほか 3件） 

釣池については、緑地内の貴重な生物の生息

環境でもあることから、保全と利用のバランス

を考慮しながら、機能に応じたゾーニングを行

い、水質や閉鎖的な利用を改善し、より魅力的

なエリアとなるよう検討してまいります。 

  

9 釣池の環境改善、安全面

への配慮、幅広い利用者に

とって魅力的なエリアへの

転換が必要である。 

（同趣旨ほか 37 件） 

  

10 利用者の利便性向上と賑

わいの創出のため、また、市

の財政負担軽減のため、民

間収益施設（コンビニ、ドラ

ッグストア、レストラン・カ

フェ、ショッピングモール、

ホームセンター、スポーツ

ジム、温浴施設、ホテル・旅

館、映画館、常設のキッチン 

等）を整備するとよい。な

お、地元のお店を誘致する

こと、夜間営業を可能とす

ること等に配慮が必要であ

る。（同趣旨ほか 32件） 

緑地内や緑地周辺については、公園利用者の

快適性や利便性の向上に資する施設が不足し

ていることから、民間収益施設については、民

間提案や他都市の整備事例等を踏まえ、これま

での概念にとらわれない柔軟な発想を取り入

れるなど、民間活力の導入を前提に条件整理や

その事業手法等を検討してまいります。 
Ｃ 

11 今回の骨子案ではスポー

ツ公園が主では無いので、

屋外プールは他の公園や市

有地に建設すべきではない

かと思います。 

 プールについては、地域の小中学校を対象と

したアンケートや公園利用者からも整備を求

める声を数多くいただいており、スポーツ施設

との複合化や公園区域の拡大に合わせ、管理運

営を考慮した整備の可能性を検討してまいり

ます。 

 

Ｄ 
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12 市民ミュージアムを等々

力緑地外へ移設してはどう

か。（同趣旨ほか 3件） 

市民ミュージアムについては、現施設の復旧

に多額の費用が必要となることや、浸水への対

策が困難であることから、できる限り被災リス

クの少ない場所での再建を行う方向で検討し

てまいります。 

Ｄ 

13 市民ミュージアムを等々

力緑地内に移設してはどう

か。 

（同趣旨ほか 2件） 

Ｄ 

14 市民ミュージアムの建替

等による再整備、再開館を

希望する。 

（同趣旨ほか 10 件） 

 

Ｄ 

15 市民ミュージアムに代わ

る文化施設や学習施設、屋

内の休憩スペースが整備さ

れるとよい。 

（同趣旨ほか 8件） 

 

再編整備にあたっては、趣味、体験、交流、

学び、自己表現、市民活動、働くといった多様

なニーズに応える施設や機能を導入し、誰もが

成長できる場の創出に向け、取組を進めてまい

ります。 

Ｄ 

16 野球場と現等々力陸上競

技場の間にあるオープンス

ペースを平たんにしてほし

い。野球場側の舗装が山な

りに傾斜がついていて、広

場として利用しづらいと感

じる。 

等々力球場と陸上競技場の間のオープンス

ペースでは、イベントの実施により、飲食やシ

ョッピングを楽しむなど、賑わいの創出の場と

しての活用や災害時の救援活動の場としても

想定しており、今後、具体的な整備内容につい

て検討してまいります。 

Ｄ 

17 硬式野球場の設備の課題

を解決してほしい（バック

ネット下部の反射、ベース

周りの整備、諸室のブライ

ンド、球場ネット、スコアボ

ードなど）。 

（同趣旨ほか 1件） 

等々力球場につきましては、令和 2 年 10 月

に改築工事が完了し、供用を開始したところで

す。今後とも、施設の利用状況を確認し、適切

な維持管理に努めてまいります。 Ｄ 

18 テニスコートは、稼働率

の高さを踏まえて、増設、工

事期間の中断への配慮が必

要である。 

（同趣旨ほか 7件） 

テニスコートについては、施設の更新・改修

時期を踏まえ、再編の考え方を検討してまいり

ます。   
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19 公園部分のすべておよび

オープンスペース部分の一

部の地面については、利用

者の健康と雨天時のイベン

ト開催や今後のメンテナン

スも考え、地面の一部を遮

熱ゴムチップにすることが

適当と考える。 

 公園内の舗装については、公園の利用者が快

適に過ごせる整備内容を検討してまいります。 

Ｄ 

20 市立学校の陸上部の利用

者には、解体前に陸上競技

場を見る機会があるとよ

い。 

現在の陸上競技場については、長年の間、市

内外の皆様に親しまれてきた施設であること

から、いただいた御意見については今後の参考

といたします。 

Ｄ 

21 せっかくリニアが下を通

っているのでリニア見学洞

を作れないか。 

再編整備にあたっては、中央新幹線非常口上

部区域を公園整備してまいりますが、御意見の

ような施設は想定しておりません。 

Ｄ 

22 新しく完成した野球場へ

の関係車両入口が、なぜ車

両通行止めとなる道路側に

あるのか。 

現在の中央園路については廃止を予定して

おりますが、施設管理車両や関係車両等の動線

は確保してまいります。 

 

Ｄ 

23 プールを含めた複合化が

可能と書いてあるが、球技

場とプールと「何」を複合化

する想定なのか。また、どの

ような配置で複合化する想

定なのか。 

プール等と複合化する施設については、民間

提案や他都市の整備事例を踏まえ、民間活力の

導入を前提に条件整理やその事業手法等を検

討してまいります。 
Ｄ 

24 既存サッカー場の設備の

拡充、または新規サッカー

場の増設を希望する。また、

球技専用スタジアム整備に

併せて「サッカー場」の名称

変更を希望する。 

（同趣旨ほか 4件） 

既存サッカー場に隣接する公園として拡大

するエリアについては、多様な利用ができるよ

う検討してまいります。 

 また、施設の名称についても、今後の検討の

参考といたします。 

Ｄ 

25 プロ野球の試合を見るた

めに、当該スポーツ団体に

対して、球団数を増やすこ

とを要望してほしい。 

等々力球場については、高校野球や社会人野

球の大会が円滑に開催できる野球場として整

備したものであり、プロ野球の利用は想定して

おりません。 

Ｅ 
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（7）陸上競技場の最適化についてに関すること（858 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 川崎市にとって大きなメ

リットがあると思うため、

等々力陸上競技場の球技専

用スタジアムへの改修に賛

成である。 

（同趣旨ほか 202 件） 

球技専用スタジアムについては、プロスポ

ーツの価値を高め、周辺エリアの価値の向上

につながる地域のシンボリックな施設となる

よう整備に向けて取組を進めてまいります。 
Ｂ 

2 サッカーだけでなく、他の

球技（ラグビー、フラッグフ

ットボール等）にも対応した

スタジアムにしてほしい。 

（同趣旨ほか 4件） 

 

球技専用スタジアムについては、サッカー

だけでなく、ラグビー等の他の球技の利用も

想定し、整備を進めてまいります。 
Ｂ 

3  スタジアムの観戦環境向

上のため、設備等を充実して

もらいたい（スタンドの角

度、屋根、階層、ピッチへの

距離、天然芝、ハイブリッド

芝、座席の広さ、トイレの個

数や LGBTQ に配慮した表記、

バリアフリーへの対応、バッ

クスタンド側への選手控室

の設置、音響・通信設備の充

実等）。 

（同趣旨ほか 315 件） 

 

球技専用スタジアムの整備にあたっては、

観戦環境の向上やバリアフリー化への対応に

ついて、他都市の先進事例などを参考に具体

的な整備内容を検討してまいります。 

 

Ｃ 

4  バリアフリー化を徹底し

てほしい（エレベーターの増

設、スロープの設置、床を滑

りにくい素材に変更、車椅

子・ベビーカーで見られる席

の新規設置、おむつ交換部

屋、未就学児を預ける部屋

等）。 

（同趣旨ほか 13 件） 

 

Ｃ 
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5 球技だけではなく複合型

施設として楽しむことがで

きるスタジアムにしてほし

い（博物館、音楽ライブやイ

ベントに対応、風呂、プール、

市民ミュージアム、ライブハ

ウス、シャワー、ショッピン

グモール、カフェ、映画館、

飲食施設、売店、グッズショ

ップ、保育園、休憩場所、会

議室、ジム、スタジアムツア

ー等）。 

（同趣旨ほか 64 件） 

球技専用スタジアムの整備にあたっては、

民間提案や他都市の整備事例を踏まえ、これ

までの概念にとらわれない柔軟な発想を取り

入れ、更なる施設の活用に向けて、民間活力

の導入を前提に、施設の複合化など条件整理

等の検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 Ｃ 

6  試合開催日以外も、球技専

用スタジアムのスタンドや

コンコース、複合施設を市民

が利用できるようにしてほ

しい。 

（同趣旨ほか 3件） 

Ｃ 

7  ラグビーが使用した後の

天然芝へのダメージが大き

く、サッカーの利用に影響が

でるためサッカー専用のス

タジアムとするべきである。

（同趣旨ほか 6件） 

天然芝の管理について、御指摘の点もあり

ますが、現在の利用状況や利用団体からの要

望を踏まえ、サッカーだけでなく、ラグビー

等の他の球技利用も想定し、球技専用スタジ

アムとしての整備を進めてまいります。 

Ｄ 

8  新規で球技専用スタジア

ムを建設してほしい。補助競

技場を球技専用スタジアム

に改修できないか。 

（同趣旨ほか 9件） 

新規で球技専用スタジアムを建設する場

合、緑地内の他施設の廃止・移転が必要とな

り、コスト面で多額になることから難しいも

のと考えております。 

また、補助競技場を球技専用スタジアムに

改修した場合、隣接する「ふるさとの森」、「運

動広場」、「多目的広場」などの周辺施設に与

える影響が大きくなると考えております。 

そのため、今回お示ししたとおり、陸上競技

場を球技専用スタジアムとすることで、施設

の最適化を図ってまいります。 

 

Ｄ 
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9  等々力陸上競技場が球技

専用スタジアムになるのは

いつか。 

（同趣旨ほか 4件） 

 

球技専用スタジアムの整備スケジュールに

ついては、現在検討中であり、１１月に公表

を予定している計画改定案に合わせてお示し

してまいります。また、工事の具体的な順序

等については、利用団体等の意見を聞きなが

ら検討してまいりたいと考えております。 

Ｄ 

10 工期を短くするために工

事中は代替地で試合を行う

ようにするべきだ。 

（同趣旨ほか 5件） 

 

Ｄ 

11  球技専用化への改修につ

いて、可能な限り工期を短く

してほしい。 

（同趣旨ほか 2件） 

 

Ｄ 

12  改修工事については、ピッ

チをメインに寄せる→芝の

養生→サイドスタンド、バッ

クスタンドを順次解体→建

設であれば可能か。 

 

Ｄ 

13  ゴール裏からバックスタ

ンドの改築時にも、継続的に

競技場が利用できるよう、先

に別途整備の陸上施設の整

備から始め、競技場側は陸上

トラックを排除した後、芝生

のピッチ移動を行い、その後

にゴール裏からバックスタ

ンドの改築に移るという流

れがよい。理想的には、ゴー

ル裏からバックスタンドの

改築期間も、メインスタンド

のみ有観客でサッカーやラ

グビーの試合を開催できる

運用を続けてほしい。 

 

Ｄ 
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14  改築工事は、① 現トラッ

クエリアに仮設のパイプス

タンドを設置する。② 仮設

スタンドに一定数の入場者

を入れつつ、サイドバックス

タンドの改築工事を進める。

③ サイドバックスタンドの

完成後、仮設スタンドを撤去

して本来の1階レベルのスタ

ンド設置工事を始める。④ 

サイドバックスタンドに入

場者を入れつつ、トラックエ

リアの工事を進める、の順に

進めてはどうか。 

球技専用スタジアムの整備スケジュールに

ついては、現在検討中であり、１１月に公表

を予定している計画改定案に合わせてお示し

してまいります。また、工事の具体的な順序

等については、利用団体等の意見を聞きなが

ら検討してまいりたいと考えております。 

（再掲） 
Ｄ 

15 陸上競技場の改修時にぜ

ひ陸上競技が出来ない期間

が生じないようにしてほし

い。 

 

Ｄ 

16 陸上競技に負担を強いる

ことになるため、等々力陸上

競技場の球技専用スタジア

ムへの改修に反対である。

等々力陸上競技場をサッカ

ー専用にするメリットが不

明である。 

（同趣旨ほか 17 件） 

第１種公認陸上競技場を継続することが、

これまでの検討の前提条件となってきました

が、増改築案や施設の利用状況に係る課題の

解決、さらに主な利用者である川崎市陸上競

技協会からの意見等を踏まえ、陸上競技大会

が常時開催できる市内唯一の陸上競技場とプ

ロスポーツの価値を高め、周辺エリアの価値

の向上につながる地域のシンボリックな施設

として、球技専用スタジアムに分割して再整

備してまいります。 

Ｄ 

17 現状の座席数では、チケッ

トの入手が難しく、また、国

際大会が開催できない等の

課題があるので、4 万人以上

を収容できる規模にしてほ

しい。 

（同趣旨ほか 136 件） 

改修後の施設規模（座席数等）については、

周辺施設への影響、日影規制への対応、財政

負担等に大きく影響することから、総合的な

観点から慎重な検討が必要と考えておりま

す。そのため、利用団体等の意見やＪリーグ

スタジアム検査要項の改正なども見据えなが

ら適切な施設規模となるよう検討してまいり

ます。 

Ｄ 
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18 第1種陸上競技場の維持も

しくは新設を求める。 

（同趣旨ほか 2件） 

陸上競技場の再編については、これまで第

1 種公認陸上競技場を継続することが検討の

前提条件となってきましたが、増改築案や施

設の利用状況に係る課題の解決、市陸上競技

協会からの意見等を踏まえ、地域に根ざした

市民のための大会が常時開催できる第 2 種公

認相当の陸上競技場を整備する案をお示しし

たものです。なお、第 1種の公認には、第 3種

の競技場が必要になることから、今後、第 1種

公認を取得することは難しいと考えておりま

す。また、公認陸上競技場の仕様については、

日本陸上競技連盟が定めており、主に収容人

員や更衣室などの施設規模や開催できる競技

会の種別に違いがあり、第 1 種は日本陸上競

技選手権大会や国体、第 2 種は関東陸上競技

選手権大会などが開催できます。 

新陸上競技場の具体的な施設の規模や設備

等については、引き続き、利用団体等と調整

しながら検討してまいります。 

Ｄ 

19 新陸上競技場の充実度を

向上させてほしい（座席数は

1.5 万人規模、日陰、サブト

ラックの設置、屋根付きの部

屋、夜間開放、着替えスペー

ス、トイレ、市内の学生生徒

の大会に使える）。 

（同趣旨ほか 29 件） 

Ｄ 

20 県大会や市大会の開催で

あるならば、現状の補助競技

場の規模で問題ないと思う。 

Ｄ 

21 隈研吾や安藤忠雄にはデ

ザインを依頼しないでほし

い。 

 

球技専用スタジアムの整備にあたっては、

プロスポーツの価値を高め、周辺エリアの価

値の向上につながる地域のシンボリックな施

設となるよう整備してまいります。なお、具

体的な整備内容については、民間提案や他都

市の事例を参考にしながら検討してまいりま

す。 

Ｄ 

22 国産木材を沢山使用して

ほしい。 

 

Ｄ 

23 豊田スタジアム、パナソニ

ックスタジアムを参考にし

てほしい。 

 

Ｄ 

24 海外の事例なども参考に、

美しい外観とすること。 

（同趣旨ほか 3件） 

Ｄ 

25  中村憲剛の銅像を設置し

てほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

Ｄ 

19



 

 

26 サポーターを含む施設利

用者の相互理解を深め、観戦

環境の改善や近隣環境への

配慮をすべきである 

（利用者へのヒアリング、シ

ンポジウムの開催、マナーの

改善、防音対策等）。 

（同趣旨ほか 5件） 

球技専用スタジアムの整備にあたっては、

相互の理解が深まるよう利用団体等の意見を

伺いながら検討してまいります。 

また、施設の利用については、利用者のマナ

ー向上や適切な利用方法の周知が必要である

ほか、地域の生活環境や住民の方々への配慮

も欠かせないものと考えていることから、利

用者団体等と連携しながら適切に対応してま

いります。 

Ｄ 

27 川崎フロンターレはJリー

グのトップチームとして川

崎市のイメージアップに多

大な貢献をしている事を考

えると、競技場の利用につい

ても民間の自由なアイデア

を活用して最大限の効果と

収益を出せるように大きな

便宜を図るべきと考える。 

川崎市をホームタウンとする川崎フロンタ

ーレは「かわさきスポーツパートナー」であ

り、等々力緑地における重要なステークホル

ダーであると考えております。 

また、球技専用スタジアムについては、プロ

スポーツの価値を高め、周辺エリアの価値の

向上につながる地域のシンボリックな施設と

なるように整備してまいります。 

Ｄ 

28 公共性を保ち、クラブに対

して優遇や忖度がないよう

にしてほしい。 

Ｄ 

29  指定管理者制度の導入に

よりサービスの質の向上な

どを図ってほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

等々力緑地においても、他都市の事例を参

考に、安全・安心で魅力あふれる公園の実現

に向けて、「柔軟な利活用の促進と利用の多様

化」や「利用者の視点、経営的な視点に立った

維持管理・運営」等パークマネジメントの視

点を踏まえて具体的に検討してまいります。 

Ｄ 

30 ネーミングライツを導入

する場合は「等々力」の名を

必ず入れること。 

ネーミングライツについては、新たな財源

の確保や市有財産の活用の観点から有効であ

ると考えております。今後、他都市のスタジ

アムの事例を参考にしながら、市民や利用者

の方々が施設への親しみや愛着を深めていた

だけるように、ネーミングライツの導入に向

けて検討してまいります。 

Ｄ 

31 市民からスタジアムの愛

称を公募するとよい。 
Ｄ 
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32 等々力競技場バックスタ

ンド裏側のスペースを有効

活用できるような公園にし

てほしい。 

スタジアム裏側のスペースについては、緑

地内動線の再整備に向け、外周園路の整備を

検討してまいります。 
Ｄ 

33 球技専用スタジアムに改

修することに伴い、現状の補

助競技場を３種公認陸上競

技場から２種公認にするこ

ととなっているが、計画内で

現状２種公認大会がどの程

度の頻度で行われているか

を定量的に示し、第３種でな

く、第２種公認利用の必要性

を整理し、記載する必要があ

る。 

 

陸上競技場の再編については、これまで第

1 種公認陸上競技場を継続することが検討の

前提条件となってきましたが、増改築案や施

設の利用状況に係る課題の解決、市陸上競技

協会からの意見等を踏まえ、地域に根ざした

市民のための大会が常時開催できる第 2 種公

認相当の陸上競技場を整備する案をお示しし

たものです。なお、第 1種の公認には、第 3種

の競技場が必要になることから、今後、第 1種

公認を取得することは難しいと考えておりま

す。また、公認陸上競技場の仕様については、

日本陸上競技連盟が定めており、主に収容人

員や更衣室などの施設規模や開催できる競技

会の種別に違いがあり、第 1 種は日本陸上競

技選手権大会や国体、第 2 種は関東陸上競技

選手権大会などが開催できます。 

新陸上競技場の具体的な施設の規模や設備

等については、引き続き、利用団体等と調整

しながら検討してまいります。 

Ｄ 

34 現陸上競技場４５%がサッ

カー場利用と述べているが、

陸上競技協会が主な利用者

として述べられている。具体

的に陸上競技協会が主な利

用者であることを計画内で

説明する必要がある。個人単

位で活動が主となる陸上競

技と、チームで活動する団体

種目の協会では、施設利用者

の件数にも差がでるのでは

ないか。 

 

Ｄ 

35  交通の便の良い、人がたく

さん集まっても大丈夫なと

ころに整備してもらいたい。 

球技専用スタジアムについては、現在の陸

上競技場の位置にて改修する計画案をお示し

したところです。緑地へのアクセスについて

は、等々力緑地は駅から遠く、道がわかりに

くいなどの課題があることから、アクセス改

善に向けて検討してまいります。 

 

Ｄ 
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36  水没しないよう、または水

没しても損害が少なくなる

よう工夫してほしい。 

大雨により、溢水が発生した際には釣池や

グラウンド等に一時的に貯留することで、施

設への浸水を最小限とすることができると考

えております。また、各施設においても、止水

板の設置などの浸水対策を検討してまいりま

す。 

 

 

 

Ｄ 

37  神奈川の地元テレビ局に

川崎フロンターレの試合の

放送を促してほしい。 

Ｊリーグのテレビ中継については、本市が

特定の放送局への放送を促すことはできない

と考えております。 

 

 

 

 

Ｅ 

 

（8）将来像の実現に向けた上位計画や条例の見直しに関すること（3件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1  「総合公園」ではなく「緑

地」を維持するべき。 

（同趣旨ほか 2件） 

等々力緑地については、総合公園として多

様な施設を再編し、市民サービスや利便性の

向上、賑わい、新たな魅力・価値の創出を図る

ためには、都市計画緑地から都市計画公園へ

の変更が必要であると考えております。なお、

「ふるさとの森」、「２１世紀の森」、「四季園」

など現在のまとまった緑については、保全す

るとともに、芝生広場などのオープンスペー

スや外周の緑を充実させるなど、緑地として

の機能を維持しながら取組を進めてまいりま

す。 

 

 

 

Ｄ 
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（9）将来的な公園のイメージについてに関すること（8件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 現行、陸上競技大会は主

に等々力陸上競技場で開催

されているが、これが全て

新陸上競技場で開催される

ことになる。補助競技場で

開催されているサッカー、

ラグビーが、単純に新球技

場に置き換わるのは難しい

のではないかと考える。そ

こで、8ページの北側のオー

プンスペースの一部をサッ

カー、ラグビー場として活

用できるスペースとするこ

とにより、一般利用にも供

することのできるスペース

確保が可能となる。オープ

ンスペースも少年サッカー

の練習で使用出来る様に、

ふれあいネットの予約対象

になることを希望する。 

（同趣旨ほか 1件） 

緑地北側のオープンスペースについては、

野球やサッカー等の運動広場としての利用な

ど様々な活用方法が想定されることから、い

ただいた御意見も踏まえ、具体的な整備内容

を検討してまいります。また、利用者目線に立

った利用方法についても検討してまいりま

す。 

Ｃ 

2  等々力第２サッカー場の

人工芝グラウンドへの改修

による改善。イメージでは

なく、早期に明確に実現し

てほしい。川崎フロンター

レ優先ではなく、市民に平

等に開放してほしい。更衣

室、シャワールーム、トイレ

施設の改善。練習風景を見

学するための観客席等、ど

れをとっても、東京都や横

浜市の施設に比べて劣って

おり、こちらも並行して整

備が必要。（同趣旨ほか1件） 

第２サッカー場については、隣接する北側

の土地利用と合わせて、施設のあり方につい

て検討してまいります。 

Ｄ 
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3 桜並木をつくる際に、「日

本さくらの会」などで推奨

している「ソメイヨシノ」の

後継種「ジンダイアケボノ」

の並木とすることを提案す

る。 

 

等々力緑地の桜については、地域に愛され、

本市を代表する桜の名所であることから、桜

を生かした植栽計画となるよう、樹種等も含

めて検討してまいります。 Ｄ 

4 「現在の施設配置案」を

公開してほしい。 

（同趣旨ほか 1件） 

 

 

現在検討している施設配置案については、

「（９）将来的な公園のイメージ」でお示しし

ております。 Ｄ 

5 公園と住宅地の境界はど

のように区切られるのか。

生垣の場合、害虫や落ち葉

の処理は住民にとって重労

働である。フェンス等の場

合、住民の生活の様子が公

園利用者に覗き見られる危

惧がある。 

 

公園外周部を含めた緑地全体の具体的な整

備形態については、設計段階において検討し

てまいります。  

Ｄ 

 

（10）持続可能な公園経営の実現についてに関すること（58 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 球技専用スタジアムの整

備にあたっては、寄附、ふる

さと納税等を活用するとよ

い。 

（同趣旨ほか 53 件） 

球技専用スタジアム等の整備にあたって

は、他都市において、ふるさと納税制度等を活

用し、企業や個人の方からの寄附を財源の一

部としていることから、本市においても、同様

の取組を進め、みんなでつくるスタジアムを

目指してまいります。なお、いただいた御意見

を踏まえ、事例として「ふるさと納税制度等を

活用し」の文言を追記いたしました。 

 

 

Ａ 
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2  球技専用スタジアムの整

備については、工事費の抑

制に配慮してほしい。可動

式の屋根といったランニン

グコスト等への影響が大き

い設備は不要である。健全

な財政維持と、入場料の値

上げによる利用者負担の増

加を避けるべきである。 

観客増で増えた収益の一

部が緑地内の他の運動施設

の整備に回る仕組みを作っ

てほしい。施設使用料値上

げ等によりフロンターレに

相応の負担を求めるよう交

渉してほしい。 

（同趣旨ほか 2件） 

 球技専用スタジアムについては、施設のコ

ンパクト化やランニングコストを見通した上

での施設計画など、公共負担額の削減に向け

て検討してまいります。また、持続可能な公園

経営の実現に向けて、利用料金の見直しや多

様な財源の確保に向けた取組、最適な事業手

法について検討してまいります。 

 

Ｃ 

3  自然の豊かさと公共交通

機関の利便性があるにもか

かわらず、収益を見込める

イベントや大会について、

東京都の公園へ利用者を流

出させてしまっている状況

ではないか。地の利を活か

した、公益性のある公園と

なることを願う。 

等々力緑地については、社会状況の変化も

踏まえながら、緑地が持つポテンシャルを最

大限に活かし、将来にわたり、緑地全体が緑や

スポーツの拠点として市民に愛され、より魅

力ある総合公園となるよう、引き続き再編整

備の取組を進めてまいります。 

Ｄ 

 

（11）スケジュールに関すること（12 件） 

No 意見の要旨 本市の考え方 区分 

1 球技専用スタジアムの早

期実現に向け、スピード感

を持って進めてほしい。 

（同趣旨ほか 10 件） 

今後の再編整備の取組については、事業手

法や整備スケジュールの検討を進め、１１月

に公表予定の計画改定案に合わせてお示しし

てまいります。 

Ｄ 

2 再編整備には長期的な時

間と、膨大な費用が発生す

る。再編整備のスケジュー

ルを提示してほしい。 

Ｄ 
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社会状況の変化を踏まえ新たに考慮すべき整備の方向性を整理し、等々力緑地が目指すべき将

来像を整理しました。また、公園区域の拡大と多摩川緑地や隣接公有地と連携を行うとともに、主要

な施設の検討においては、浸水対策などの防災機能の強化、コロナ危機において再認識された緑の価

値を踏まえ、緑とオープンスペースを確保するとともに柔軟に施設の再編を進めます。

また、本市の緑やスポーツの拠点としての役割をさらに高めるための取組を市民、民間事業者と協

働で進めるとともに、「新たな日常」を踏まえた新たな公園機能の検討にあたっては、国の動向を反

映するとともに市民ニーズを把握しながら進めます。

さらに、安全・安心で魅力あふれる公園の実現に向けて、「柔軟な利活用の促進と利用の多様化」や

「利用者の視点、経営的な視点に立った維持管理・運営」等パークマネジメントの視点を踏まえた具

体的な検討を進めます。

等々力緑地再編整備実施計画

【序章】

「整備に向けた基本的な考え方」

「公園の基本的な考え方」

「再編整備の方向性」を整理

【１ 対象区域】

【２ 緑地全体の再整備の方向】

「緑と水の再整備」

「安全・安心の場の再整備」

「緑地内動線の再整備」

「緑地へのアクセス改善」

【３ 主要施設の整備の方向と配置】

【４ 整備手順・スケジュール】

【５ 実施計画の実現に向けて】

R2.8「新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向

性（論点整理）」(国)

R3.4「デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対

応した都市政策のあり方検討会」中間とりまとめ

都市アセットの「可変的」、「多目的」、「機動的」な

利活用等

令和2年2月に策定した「等々力緑地再編整備事業の推進に向けた今後の取組方針」に基づく検討
を進め、「新たな日常」の実現に向けた視点を加えた公園機能の充実をより一層図ることを目指し、
等々力緑地の整備・管理運営の方向性をとりまとめ、等々力緑地再編整備実施計画改定骨子とし
て策定します。今後、市民意見聴取等を行った上で、民間活力の導入範囲と手法を含めた計画改定を
行います。

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子
１ はじめに

R2.2 等々力緑地再編整備事業の推進に向けた今後の取組方針

R3.８ 等々力緑地再編整備実施計画改定骨子のとりまとめ

R2~新型コロナウイルス感染症

H27 陸上競技場メインスタンド改築

H29 正面広場の再整備

R2    等々力球場改築

４ 改定骨子のポイント

子どもアンケートを実施
周辺の小中学生を対象に等々力緑地に新たに欲
しい施設や変わって欲しいこと等を調査
欲しい施設【プール、芝生広場等】
意見【きれいになって欲しい、夜も明るい等】

H29 都市公園法の改正

H30.11 サウンディング調査

H31.2 PFI法に基づく民間提案

民間活力の導入検討 自然災害への対応
H28熊本、H30北海道胆振
東部等大規模地震の発生、
令和元年東日本台風による
浸水被害等

H23.3等々力緑地再編整備実施計画

等々力緑地再編整備計画推進委員会

(金子忠一委員⾧ 東京農業大学元教授)

既存計画の改定に向けて

「再編整備の方向性」、「目指すべき将来像」

「主要施設の整備の方向性」、

「計画実現に向けて整理すべき事項」

等を審議（R2.3~R3.5 計６回）

「再編整備の方向性」を更新

(1)社会状況の変化等を踏まえた目指すべき将来像

「対象区域」を拡大

(2)公園区域の拡大と多摩川緑地や隣接公有地の

連携

「目指すべき将来像」を踏まえ、既存計画から見直し

をする事項

(3)緑地全体の再整備の検討

(4)防災機能の強化

(5)「新たな日常」を踏まえた役割の実現

(6)主な施設の再編の考え方

(7)陸上競技場の最適化（球技専用化）

(8)将来像の実現に向けた上位計画や条例の見直し

改定骨子のポイント

(9)将来的な公園のイメージ

検討状況を反映

川崎市総合計画

川
崎
市
緑
の

基
本
計
画

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
方
針

等々力緑地再編整備実施計画

民
間
活
用(

川
崎
版

PPP)

推
進
方
針

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
３
期
実
施
方
針
の

方
向
性(

案)

そ
の
他

関
連
計
画

連携

１ はじめに

２ これまでの検討経過

R3.1大規模投資的事業の検討を踏まえた今後

の対応

①「新たな日常」の実現に向けた視点を加えた公

園機能の充実をより一層図るための検討

②将来的な市民のニーズへの柔軟な対応を可

能とする管理・運営の考え方を整理

(10)持続可能な公園経営の実現

今後、具体的な検討を進める事項

３ 位置づけ

川
崎
市
地
域
防
災

計
画

川
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
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進
計
画

川
崎
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計
画

推進
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市
持
続
可
能
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開
発
目
標(S

D
G

s)

推
進
方
針

川
崎
市
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
基
本
計
画

生
物
多
様
性
か
わ
さ

き
戦
略

利用者団体からの意見聴取
「利用状況や課題、要望」を把握意見【施設の改修・
拡充、もっと使いたい等】

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
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等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

「既存の計画における整備に向けた5つの方向性」を継承しつつ、社会環境、市民の意識、ライフスタイルの変化等の「新たに考慮すべき整備の方向性」を踏まえ、これまでの概念にとらわれない新たな「等々力

緑地の目指すべき将来像」を以下のとおり整理しました。なお、将来像に対応するSDGsのゴールを記載しています。

(１)社会状況の変化等を踏まえた目指すべき将来像

①誰もが心地よく過ごせる等々力緑地

（施設イメージ）芝生広場、樹林地、水辺空間、休憩施設(ベンチ、四阿)、飲食店・物販店舗、トイレ、インクルーシブ遊具、センサリールーム等

③誰もが成⾧できる等々力緑地

（施設イメージ）雨水貯留機能、盛土、可動堰、宿泊施設、避難場所、防災備蓄倉庫、太陽光発電等

②みどりをつなぎ、活かす等々力緑地

④安全・安心を支える等々力緑地

• 子どもからシニアまで幅広い層の健康増進やプロスポーツに触れることによる技術向上等が実現できる場づくりを行います。
• プロスポーツを身近に感じ、感動できる観戦環境を提供するとともに、プロスポーツチームと連携した地域の賑わい創出など、ス

ポーツによる地域活性化を推進し、持続可能な公園運営を行います。

⑥ひとがつながり、まちとつながる等々力緑地

⑤スポーツがひと・まちを元気にする等々力緑地

• 市域のみどり拠点である等々力緑地やみどり軸である多摩川、地域のみどりの拠点である神社、仏閣等とみどりの連続性を確
保することで、生物多様性の保全や自然環境の創出を行います。

• 雨水の貯留や浸透、水質改善、ヒートアイランド現象の緩和、延焼防止など、みどりが有する多機能性を最大限発揮します。

• 民間事業者との連携によるパークマネジメントの推進や公園内施設の一体管理等により、利用者へのサービス向上や継続的
な魅力づくりなど持続可能な運営を行います。

• 地元町会、活動団体、地域の企業、教育機関、商店街、観光協会等の多様な主体が緑地の運営に関わる仕組みをつくる
ことにより、みどりを活かしたまちづくりの取組を進めます。

• 多摩川と一体となる等々力緑地は、地域の歴史的・文化資源であり環境資源となっていることから、資源の魅力を守り・育て、
その中で様々な利用や体験の機会を提供することにより、市の顔となる公園をつくり、郷土愛の醸成等につなげます。

①魅力を高め人の輪が
広がる等々力緑地

②まちづくりとともに歩む
等々力緑地

③いつでも誰でも楽しめ
る等々力緑地

④頼りになる安全・安心
な等々力緑地

⑤みんなで支える
等々力緑地

①誰もが利用しやすく
使いやすく

③人が集う
コンテンツ

④時代の変化へ
の対応

②グリーンインフラ

⑥民との連携による
パークマネジメント

⑤スタジアム・
アリーナ改革

ア 既存の計画における整備に
向けた５つの方向性

イ 新たに考慮すべき整備の方向性• 誰もが緑の中で癒され、リラックスしながら自由な時間が過ごせるような広場や散策が楽しめる樹林地、水と緑の風景を眺め
ながら静かにゆったりと寛げる空間など、公園本来の目的である憩いの場の提供を行います。

• 誰もが分け隔てなくスムーズに等々力緑地へアクセスでき、公園内の安全かつ円滑な歩行者動線等を確保し、施設を快適
に利用できる環境を創出します。

• オープンスペースや水辺で、寛ぎながら飲食をしたり買い物ができる空間を創出します。

（施設イメージ）樹林地、植栽(外周、園路沿い)、水景施設、親水護岸、釣池、透水性舗装、壁面・屋上緑化等

（施設イメージ）屋内遊戯施設、体験型遊具、スケートボード、コワーキングスペース、R&D施設、教育研究施設、宿泊施設等

• 地震、火災、台風、大雨などあらゆる自然災害や感染症などとの複合災害を想定し、市民の安全・安心につながる公園を目
指します。

• 等々力緑地において防災訓練等を地域と連携して行うことで、地域コミュニティの形成や防災意識の向上を目指します。

（施設イメージ）陸上競技場、球技専用スタジアム、興行アリーナ、プール、三人制バスケットボールコート、ランニングステーション等

※施設イメージ、管理運営イメージ等は、将来像をわかりやすくするための例示であり、導入を決めたものではありません。

• 趣味、体験、交流、学び、自己表現、市民活動、働くといった多様なニーズに応える施設や機能を導入し、誰もが成⾧できる
場の創出を行います。

• 地域の企業や学校等と連携し、最先端の研究、開発、社会実験やアクティビティを実施することで、商品やサービスを公園利
用者が体感する機会の提供を受けるなど、日常的に刺激を受けられる公園づくりを目指します。

（管理運営イメージ）グリーンコミュニティの形成、官民連携手法の導入、利用料金の見直し、イベントの開催等
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まとまりのある緑の保全
水辺空間の保全とふれあえる場の創出
緑のオープンスペースの創出
外周の緑の充実
水と緑による連続性の創出

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

現在都市公園として告示している面積36.6haに加え、公園として
拡大するエリア面積6.9ha、事業化を検討するエリア面積12.9ha
を加えた面積56.4haを計画対象区域とします。また、等々力緑地
のエントランス部の魅力を向上するため、正面広場に隣接する公有地
についても、一体的利用に向けた区域として追加できないか検討して
います。

「現段階で公園として
告示しているエリア」

（面積36.6ha）

都市公園区域として
供用がされているエリア

「再編 整 備実 施
計画の対象区域」

(面積56.4ha)

都市計画区域

「公園として拡大するエリア」

（面積6.9ha）

下 水 処 理 施 設 上 部 区 域
(6.3ha)及び中央新幹線非常
口上部区域(0.6ha)を併せた
区域であり、建設の進捗に合わ
せ、公園区域へ編入するエリア

「将来的に事業化を検討するエリア」

（面積12.9ha）

住宅・工業団地・企業等のグラウン
ドが存在している区域であり、今後、
事業化を検討するエリア

※具体的な事業化の時期は未定

「隣接する公有地の活
用を検討するエリア」

（面積0.7ha）

再編整備に伴い、隣
接する公有地の活用
を検討するエリア

(２)公園区域の拡大と多摩川緑地や隣接公有地の連携

水と緑に関しては、既存計画を継承し、区域の拡大等を踏まえ
以下のとおり再編を進めます。

「ふるさとの森」、「21世紀の森」、「四季園」、「釣池」の周辺など、
まとまった緑を保全するとともに、生物多様性に配慮した良好な緑
地環境の創出を図ります。

水辺空間を保全するとともに、水とふれあえる場を創出します。ま
た、水辺や並木の整備により緑地内及び多摩川への動線の魅力
を高めます。

まとまりある芝生広場の整備を行い、自由に寛ぎ、子どもたちが
ボール遊びを楽しめ、イベント等を開催できる空間を創出します。

安全・安心な災害時の広域避難場所として、外周の緑の保全と
創出を図り、延焼防止に寄与する整備を行います。また、外周部の
緑を充実することでまちの緑との連続性を確保します。

動線の整備に合わせて水辺や並木などを整備し、水と緑の連続
性の創出を図ります。

既存計画においては、安全かつ円滑な緑地内の歩行者動線、
自動車等動線を確保するとともに、施設間のわかりやすい動線を
整備し、施設利用の活性化や利便性の向上を図るとしており、特
に自動車動線は、緑地の歩車分離に向けて中央園路の再編の
検討・調整を進めることとしています。
この計画に基づき、現在の中央園路は、道路法に基づく認定を

廃止し、Jリーグ等イベント開催時のみ一般車両の通行を禁止して
います。
今後、日常的に一般車両の通行を禁止し、公園の安全・安心

な空間の確保や公園中央部の分断の解消、柔軟な施設配置を
行うため、車両の通れる外周園路の整備を検討します。
なお、主な施設の再編の考え方等を踏まえた動線計画や駐車

場・駐輪場の配置等については、引き続き検討してまいります。

水辺空間の保全
とふれあえる場の
創出

外周の緑の充実

水と緑による連
続性の創出

まちの緑
とのつな
がり

緑地内の動線の再編整備のイメージ

ア 水と緑の再編

イ 緑地内動線の再整備

(３)緑地全体の再整備の検討

メインアプローチの動線

動線凡例

多摩川への動線

硬式野球場・陸上競技場への動線

とどろきアリーナへの動線

みどりの回遊園路

歩行者アクセス

自動車アクセス

自動車動線主要動線

自動車動線（管理車両）

ふるさとの森

21世紀の森

四季園
釣池

外周園路の整備範囲

現中央園路

水と緑の再編整備のイメージ

緑のオープンスペースの創出

釣池

まとまりのある
緑の保全

陸上競技場

補助競技場

西丸子
小学校

とどろき
アリーナ

市民
ミュージアム

等々力
球場

現中央園路

(ア)まとまりのある緑の保全

(イ)水辺空間の保全とふれあえる場の創出

(ウ)緑のオープンスペースの創出

(エ)外周の緑の充実

(オ)水と緑による連続性の創出

都市計画区域

(面積56.4ha)

中央新幹線非常口

上部区域(面積0.6ha)
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等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

地域防災計画上の位置づけを継承し、既存の防災機能を維持・拡充するとともに、令和元年東日
本台風による浸水被害や頻発する自然災害を踏まえ、応急仮設住宅の設置や災害廃棄物保管場
所など多様な利用ができるオープンスペースを確保することやグリーンインフラとして溢水時の「一時
貯留機能」を位置づけます。

地域防災計画上の位置づけ 場所
広域避難場所（地震・火災） 等々力緑地
帰宅困難者一時滞在施設 市民ミュージアム（休館中）
遺体安置所 とどろきアリーナ

ヘリコプター臨時離着陸場 補助競技場、多目的広場、催し物広場

自衛隊の活動拠点 多目的広場、陸上競技場
消防機関の活動拠点 催し物広場、 テニスコート、等々力球場
ライフライン事業者の活動拠点 会館とどろき、南駐車場
警察の活動拠点 陸上競技場、東駐車場
備蓄倉庫 陸上競技場内、等々力球場内
災害時応急給水拠点 正面広場（会館とどろき横）

救援物資市集積場所 陸上競技場（バックスタンド室内走路）
等々力球場屋内練習場

その他 場所

溢水時の一時貯留機能
（流量については調整中） 釣池、グラウンド等

(４)防災機能の強化 (５) 「新たな日常」を踏まえた役割の実現
令和2年8月に国土交通省が公表した「新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性」の論点整理

においては、「緑とオープンスペースの重要性の再認識、テレワーク、テイクアウト販売への活用といった地
域の多様なニーズに応じて柔軟に活用する、活用を支える人材育成、ノウハウの展開等」が必要であ
ると整理されるとともに、具体的な方策については、令和3年4月に中間とりまとめが行われました。これを
踏まえ、等々力緑地においては、次のような取組を推進します。

子ども達で賑わう公園 キッチンカーの出店等 新たな生活様式を踏まえた
イベントの実施

水辺や広場と一体となった飲食・物販店等を官民連携により整備することや水辺と広場を活用したイ
ベントを実施することで賑わいを創出する取組を進めていきます。

ICT技術を活用し、園内の利用状況やイベント、花の見ごろなどの情報を積極的に発信するとともに、
利用者から不具合箇所の通報を受けるなど、利用者目線にたった運営の実現を目指します。また、無
人バスやMaaSの取組の導入可能性について民間事業者へヒアリング等を行い、等々力緑地の内外
のアクセスの改善等も検討していきます。

官民連携による整備事例(名古屋市久屋大通公園) ヨガイベントの開催(多摩川見晴らし公園)

無人バスの試験状況

・緑地内のオープンスペースは、災害時の避難や救援活動・物資受け入れ等の拠点さらに応急仮設住
宅の設置や災害廃棄物保管場所として活用することが想定されています。具体的な位置や範囲につい
ては、災害の状況等により判断することになりますが、多様な活用が想定されるオープンスペースを確保
します。
・緑地外周部の植栽は、延焼防止の効果があることから、外周植栽を充実します。
・また、公園内の施設は、既存の防災機能の維持・拡充を図るとともに、災害の状況等に応じて、災害
時の避難場所等として柔軟に活用することも想定します。

グラウンドにおける一時貯留機能釣池を活用した一時貯留機能

ア 既存の位置づけ

イ 公園における防災機能の再整理

溢水が発生した際に水を貯留する機能を位置づけます。

ウ 新たな機能の位置づけ（溢水時の対策）

・新型コロナ危機を受けて、公園、広場などの屋外空間に対するニーズの高まりに応えていきます。
・オープンスペースの利用形態の多様化に対応していきます。

ア 緑とオープンスペースの重要性の再認識

イ 多様なストック効果をより高める公園利用

ウ デジタル技術を活用した都市サービスの提供

人の密度を色で
表示(赤:密度大)
局所的な人の密度
や群衆の流れ カメラを活用した混雑状況等の把握事例

出典 国土交通省HP
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施設名 課題 再編の考え方 位置

芝生広場 ・既存施設の再編との調整

・賑わいの拠点としてまとまりのある広
場を確保する。
・誰もが自由な使い方ができる。
・民間収益施設と一体となった広場
として整備する。

検討中

プール
・屋外プールは、利用期間が
短く、屋内プールは維持管理
コストが大きい。

・スポーツ施設との複合化や公園区
域の拡大に合わせ、管理運営を考
慮した整備の可能性を検討する。

検討中

スケートボード、
ドッグラン、バス
ケットゴール等

・ルールやマナーなど他の公園
利用者や周辺住民への配慮
が必要

・賑わいを創出する施設であるが、
管理運営も考慮した上で整備を検
討する。

検討中

多摩川との連
携について

・等々力緑地と多摩川緑地は、
幸多摩線（多摩沿線道路）
により分断されている。

・多摩川との連続性を確保する（歩
行者動線・緑）。
・中央新幹線非常口上部区域と多
摩川を結ぶ橋を整備する。
・下水処理施設上部区域と多摩川
を結ぶ橋の整備を検討する。

2か所を
予定

民間収益
施設

・飲食店や売店が不足してい
る。
・常設の飲食店等が撤退して
いる。
・公園利用者の快適性や利
便性の向上に資する施設が不
足している。
・新たな公園利用に向けた魅
力ある施設が不足している。

・趣味、体験、交流、学び、自己表
現、市民活動、働くといった多様な
ニーズに応える施設や機能を導入し、
新たな公園の使い方を実現する。
・公園で誰もが自由に時間を過ごせ
るようにする。
・広場や緑と一体もしくは利用した施
設の整備をする(店舗、飲食店、コ
ワーキングスペース、R&D施設、教
育研究施設等)。
・既存の利用者への影響を考慮する。

検討中

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

既存の施設の再整備については、既存計画による課題や再編の考え方を基本としますが、公園全体
の再編や施設の更新・改修時期を踏まえ、テニスコートや催し物広場なども広く検討対象とします。な
お、陸上競技場メインスタンド、正面広場、等々力球場は原則対象外としますが、民間負担による増築
や改修の可能性については、検討していきます。

(６)主な施設の再編の考え方

施設名 課題 再編の考え方 位置

等々力陸上
競技場 ・サイドバックスタンドの改修

(７)陸上競技場の最適化

現位置
を基本

等々力補助
競技場

・大会利用に対応するための機能
向上

現位置
を基本

釣池

・水質の改善や閉鎖的な利用の
改善
・生物多様性の保全
・溢水への対応

・水質の改善を図る。
・機能に応じた釣池のゾーニング(保
全と利用)を行う。
・生物多様性を保全する。
・雨水流出抑制施設としての活用

現位置
を基本

子どもの遊び
場

・施設の老朽化対策や魅力が低
下

・安全・安心で、創造力の発達、心
や体の成⾧につながる整備を行う。
・総合公園のシンボルとなるような遊
具を整備する。
・利用状況やニーズを踏まえた整備
をする。
・ユニバーサルデザインへ対応する。

現位置
を基本

広場・オープ
ンスペース

・まとまりのある広場の不足、イベン
ト開催時の待機スペースの不足な
ど

・人が集う、賑わう、多様な利用が
できる施設としてまとまりのある広場、
オープンスペースを確保する。

検討中

四季園、21
世紀の森

・樹木が鬱蒼としていて魅力が低
下

・樹木の保全・育成を図り、外周部
の植栽として魅力を向上する。

現位置
を基本

花の散策路 ・樹木が鬱蒼としていて魅力が低
下

・緑と水による修景的魅力を向上す
る。

現位置
を基本

駐車場 ・再編整備に伴い駐車場が減り、
台数が不足

・東西に分散配置する。
・再編整備着手前の970台を確保
を基本とする。

現位置
を基本

施設名 課題 再編の考え方 位置

市民ミュージ
アム

・被災リスクの少ない場所での再
建を行う方向で検討が必要

・川崎市文化芸術振興会議市民
ミュージアムあり方検討部会による
検討を踏まえた対応をする。

未定

新たな公園像の実現に向けて、必要となる施設等について検討を進めており、民間提案や他都市の整
備事例を踏まえ、これまでの概念にとらわれない柔軟な発想を取り入れるなど、民間活力の導入を前提に
条件整理やその事業手法等の検討を進めていきます。

※施設検討と併せて民間提案で一体的な活用を提案された隣接する公有地の活用の
可能性について検討しています。

既存の計画においては、既存施設をベースに検討を行うとしておりますが、施設の経年劣化、浸水被害
や施設の利用状況等を踏まえ、緑地全体の再編に合わせて考え方を整理し、課題解決に向けた検討
を進めていきます。

ア 主な既存の施設について

ウ 新たに導入を検討している施設について

施設名 課題 再編の考え方 位置

とどろきアリー
ナ

・アリーナの利用は飽和状態で、利
用ニーズに応えられていない。
・大規模修繕や特定天井の改修が
必要
・施設利用の最適化が必要

・利用ニーズを踏まえた再整備案
を検討する。
・民間提案の実現手法を検討す
る。

未定

イ 公園管理者以外が管理する施設について
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平成31年2月の東急(株)の民間提案では、陸上競技場（サイド・バックスタンド）は「全面改築、複
合施設化、球技専用化」として提案されており、官民連携協定に基づき関係者団体等との調整を行
い提案の実現性を検証してきました。

現状 ①陸上競技場の改修
(第２期整備「整備計画」)

②陸上競技場を
球技専用化

③球技専用
スタジアムの新設

再
編
イ
メ

ジ

評
価

周囲への影響 周辺施設や樹木等に大き
な影響がある

周辺施設や樹木等に影響
が少ない

新設箇所の既存施設の廃
止もしくは移転が必要

日影規制 屋根形状に制約を受ける 屋根形状に制約を受けない 屋根形状に制約を
受けない

観戦環境(球技) ピッチから遠く
臨場感が乏しい ピッチに近く臨場感が豊か ピッチに近く臨場感が豊か

Jリーグスタジアム検
査要項 条件を満たしにくい 概ね満たせる 満たせる

施設の利用状況 日程調整が困難で
使いづらい

日程調整が円滑で
使いやすい

日程調整が円滑で
使いやすい

第１種公認が必要
な大会の開催 開催可能 開催できない 開催可能

陸上競技場の公認
継続に伴う費用

第１種、第３種の２つの
競技場の維持費が必要

第２種の１つの競技場の
維持費が必要

第１種、第３種の２つの
競技場の維持費が必要

複合化 複合化の内容に
制限がある

プールを含めた
複合化が可能

プールを含めた
複合化が可能

⾧寿命化
メインスタンド及び

既存スタンドの大規模
修繕費が必要

メインスタンドの大規模
修繕費が必要

メインスタンド及び
既存スタンドの大規模

修繕費が必要

整備費 ◎ ○ ×

30年間の修繕費と
維持管理運営費 ○ ◎ ×

総合評価 ○ ◎ ×

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子
(７)陸上競技場の最適化（球技専用化）

ア 経緯

第１種公認陸上競技場を継続することが、これまでの検討の前提条件となってきましたが、増改築案や
施設の利用状況に係る課題の解決、さらに主な利用者である川崎市陸上競技協会からの意見等を踏
まえ、次のとおり再編の考え方について検討しました。なお、今後、緑地全体の整備、維持管理運営など
ライフサイクルコストの算出と使用料収入などの歳入の確保に向けた検討を行い、行政負担の低減を目
指してまいります。

ウ 再編の考え方について

陸上競技場は、既存計画に基づき第1期整備としてメインスタンドの整備（平成27年3月供用開
始）を実施しました。さらに、第2期整備としてサイドバックスタンドを公設により増改築する「等々力陸上
競技場第2期整備「整備計画」を平成30年3月に策定しています。 第２期整備

・サッカーJリーグ等との日程調整が困難
陸上競技大会の開催にあたって、Jリーグとの競合等により日程調整が毎年困難であり、第１種公認が

必要な大会に加え、ラグビーを含めた陸上競技場の利用希望が増加し、日程調整がさらに困難になること
が予想される。

既存計画に基づき詳細な検討を進めたところ、増改築案の図に示すとおり、サイドバックスタンドを増
築すると競技場が大きくなり、釣池、桜の園など周辺施設に影響が生じるほか、日影規制への対応や
観戦環境の改善にあたって課題が明らかになりました。

桜の園

釣池

東駐車場

メインスタンド

サイドバックスタンド

※公認陸上競技場には、各種競技会の開催の可否等により第1種から第4種まで区分され、第1種は、日本陸上競
技選手権大会や国体、第2種は、関東陸上競技選手権大会など、第3種は、市の陸上競技選手権大会などが開催
できる種別です。

等々力陸上競技場は、Jリーグの試合などが無い日は、トラック等の個人利用が可能ですが、土日はJ
リーグ、陸上競技大会などの利用希望が集中しており、土日の約37％（令和元年度）を川崎フロン
ターレが使用し、サッカー協会の利用を含めると45％がサッカー場としての利用になっています。なお、第
1種公認が必要な大会は、数年に1回の開催状況です。

第１種公認
陸上競技場

第３種公認
陸上競技場

第２種相当
公認陸上競技場に改築

球技専用スタジアムへ改築第１種公認陸上競技場
(サイドバックスタンド増改築)

第３種公認陸上競技場

球技専用スタジアムの新設

既存計画における課題に加えて、改定に伴い利用者団体への意見聴取を行ったところ、川崎市陸上
競技協会から、「サッカー等の専用的施設と陸上競技場を分離すること」について次の背景から要望
書の提出を受けています。

第１種
公認陸上競技場

周囲への
影響

既存の２層スタンドの上部に３層目のスタンドを設置することから、西丸子小学校と隣
接する公園敷地が狭隘化することや桜の園を一部削ることとなり、公園内外に影響を
与える。

日影規制
への対応

スタンドの増設や屋根の架設に伴い建築物が高くなり、緑地北側民有地へ日影規制
の影響が懸念されるため、規制に対応するためには、スタジアムの形状を不整形にせざ
るを得ない。

観戦環境
の改善

サイドスタンドは、現状においてもピッチから遠いと指摘されているが、増築したスタンドは、
さらに遠い観客席を整備することになり、ピッチからの距離については改善できない。

(ア)増改築案における課題

(イ)施設の利用状況に関わる課題

(ウ)川崎市陸上競技協会からの要望書

イ 課題

改修範囲の想定

第１種公認
陸上競技場

第３種公認
陸上競技場
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等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

第1種公認陸上競技場を球技専用スタジアムに変更することで、施設をコンパクト化し、課題を踏

まえた整備が可能となります。

コンパクト化

改修範囲のイメージ

球技専用スタジアムの整備にあたっては、プロスポーツの価値を高め、周辺エリアの価値の向上につな

がる（スタジアム・アリーナ改革）地域のシンボリックな施設となるように整備していきます。

陸上トラック

天然芝
フィールド

天然芝
フィールド

メインスタンド

サイドバックスタンド
改修範囲イメージサイドバックスタンド

改修範囲イメージ

メインスタンド

●球技専用スタジアム●等々力陸上競技場増改築案

再編の考え方の検討を踏まえ、計画を見直すことによって、施設利用の最適化、コンパクト化などが可

能となり、地域に根ざした、市民のための陸上競技の大会が常時開催できる市内唯一の陸上競技場

（第2種公認相当）と、プロスポーツの価値を高め、周辺エリアの価値の向上につながる地域のシン

ボリックな施設として、球技専用スタジアムに分割して再整備を行います。

●第2種公認相当の陸上競技場
（陸上競技大会を開催するための改修）

●球技専用スタジアム
（陸上トラックを廃止・Ｊリーグスタジ
アム検査要項の改定を見据えたスタンド
改修）

現在の陸上競技場

サイドバックスタンド

メインスタンド

陸上トラック

天然芝
フィールド

メインスタンド

天然芝
フィールド

●等々力陸上競技場
（第1種公認陸上競技場）

陸上競技場の最適化案

●等々力補助競技場
（第3種公認陸上競技場）

メインスタンド

サイドバックスタンド

人工芝
フィールド

人工芝
フィールド

陸上トラック 陸上トラック

主な利用

Jリーグ

サッカー大会等

ラグビー

陸上競技大会利用等(個人利用可)

主な利用

Jリーグ

サッカー大会等

ラグビー

主な利用

陸上競技
（個人利用・大会時のサブ的な利用）

サッカー

ラグビー

主な利用

陸上競技大会利用等（個人利用可）

サッカー

ラクビー

陸
上
競
技
大
会
利
用
を
移
転

改修範囲

改修範囲

サイドバックスタンド改築

エ 陸上競技場の最適化について

スタジアム・アリーナ改革について(出典 スポーツ庁ホームページ)

○スタジアム・アリーナ改革は、スポーツの成⾧産業化の大きな柱

○これまでのスポーツ施設に対する固定観念・前例主義等に関するマインドチェンジ

○スタジアム・アリーナを核とした地域経済の持続的成⾧等、官民による新しい公益の発現を目指す

○スポーツを核とした周辺のエリアマネジメントを含む、複合的な機能を組み合わせた交流施設を目

指す

(ア)陸上競技場の施設利用の最適化イメージ

(イ) 施設のコンパクト化

(ウ) スタジアム・アリーナ改革の推進
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現在 見直し案 見直しの視点

緑地 公園

主として自然的環境を有し、環
境の保全、公害の緩和、災害の
防止、景観の向上、及び緑道の
用に供することを目的とする公共
空地

主として自然的環境の中で、休
息、鑑賞、散歩、遊戯、運動等
のレクリエーション及び大震災等
の災害時の避難等の用に供す
ることを目的とする公共空地

区域内 区域の除外

都市の中の風致を維持するため
に、樹林地や丘陵地、水辺地等
の良好な自然環境を保持してい
る区域を、都市計画法に基づき
定めた地区

地区計画を新たに指定するなど、
適切な都市環境の形成を図る。

第１種中高層住居専用地域 検討中

中高層住宅のための地域。 病
院、大学、500㎡までの一定の
店舗などが建てられる地域

観覧場、水泳場、宿泊施設、
500㎡を超える店舗・飲食店、
事務所などが建てられる地域

用途地域等

都市計画施設

風致地区

既に市の総合公園として整備・供用してお
り、今後もその役割を担う必要がある。

　昭和9年に「多摩川沿岸一帯の一大風景
地帯」として指定したものであるが、現在は
都市化が進展し、さらに、目指すべき将来
像の実現により、これまでの風致の維持・創
出が困難となる。
　一方で、これまで風致地区により維持され
てきた高さ規制や壁面後退等は都市景観
の維持の観点から継続する必要がある。

新たに導入する施設を踏まえ、周辺環境に
も配慮した適切な用途地域等を検討する。

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子
(９)将来的な公園のイメージ

将来像の実現に向けて、これまでに検討してきた事項を踏まえた将来的な公園のイメージ図及びパース

図は次のとおりです。

なお、現時点で再編の考え方が定まっていない施設等の検討結果を踏まえ、各施設の配置・規模等は

変更となる可能性があります。

現時点における将来的な公園のイメージ図

(８)将来像の実現に向けた上位計画や条例の見直し
総合公園として多様な施設を再編し、市民サービスや利便性の向上、賑わい、新たな魅力・価値の創

出を図るためには、等々力緑地の都市公園条例に基づく建蔽率の見直しとともに、都市計画法に基づく
用途地域などの変更が必要になるため、その具体的な変更内容について検討します。また、併せて等々
力緑地へのアクセス強化等についても検討します。

ア 等々力緑地に関わる都市計画の取り扱い
都市計画緑地や風致地区、用途地域等の指定について、見直しを検討する。

イ 都市公園条例に定める建蔽率の見直し

現在の等々力緑地の建蔽率は、条例に定める上限の12％に対して約11%となっており、将来像の実
現に向けて、既存の施設の改築や新たな公園機能を導入することから、建蔽率を見直します。

※川崎市パークマネジメント推進方針において、建蔽率の見直しを行う公園は、多様な目的の施設を
複数有する大規模な公園緑地である総合公園を対象に、その特色や立地特性等を踏まえて取組を進
めるとしています。

※現時点における将来的な公園のイメージ図であり、今後の検討により変更となる可能性があります。
※民間収益施設については、周辺環境に配慮しながら、適切な位置に効果的に配置していきます。

現在の等々力緑地 現状（川崎市都市公園条例） 見直し案

建
蔽
率

特例（＋10％）
・休養施設、運動施設、

教養施設

・災害応急対策に必要
な施設

条例で上乗せ

(＋10％)
・公募対象公園施設

合計
10%

12％

運動施設8.8％

教養施設2％

その他0.2％

通常建蔽率(2%)公園施設として設けられる建築物

12+○％

11％ 特例（＋10％）
・休養施設、運動施設、

教養施設

・災害応急対策に必要

な施設

条例で上乗せ

(＋○％)
・等々力緑地の公募

対象公園施設に限る

上
乗
せ

通常建蔽率(2%)公園施設
として設けられる建築物

パ
ー

ス
①
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パース③（等々力球場側から中央広場を俯瞰する視点）

・中央広場は、様々な活用が行われ、賑わいが創出されている。

パース②(等々力球場と陸上競技場の間の広場の視点)

・芝生広場が整備され、子どもたちが自由に遊び、ヨガ教室なども開かれている。
・広場の周囲には、飲食店が建ち並び緑の中で市民が自由に時間を過ごしている。
・桜並木が整備され、散歩やジョギングを楽しんでいる。

パース①（多摩川側からの視点）

・既存のサッカー場の周囲に、広場が整備され、野球や少年サッカーなどの活動が行われている。
・多摩川と緑の連続性が確保され、散策やジョギングを楽しんでいる。

令和２年度 令和３年度

等々力緑地再編整備実施計画改定骨子

５ スケジュール

整備のあり方検討に基づく事業費を算出し、事業手法や整備スケジュールも含め、「川崎市総合計
画第3期実施計画」の改定に合わせて検討を行い、令和３年度中に計画改定を行います。

計
画
改
定

再編整備実施計画
改定作業

「新たな日常」の実現に
向けた視点を加えた検討

計画に基づく取組の推進

（民間活力の導入に向けた
手続き等）

R3.5 R3.8 R3.11 R4.2

パブコメ パブコメ

事業者公募に向けた
検討・実施・選定等

条例
改正等

(10)持続可能な公園経営の実現

持続可能な公園経営の実現に向けて、利用料金の見直しや多様な財源の確保に向けた取組、最適
な事業手法について検討していきます。また、事業手法の検討においては、民間事業者やプロスポーツ
チームとの連携を推進するとともに、公園の活用を支える人材育成、ノウハウの取得に向けた取組を進
めていきます。
また、等々力緑地及び緑地内の各施設は、目指すべき将来像を多様なステークホルダーで共有した上で、

企業、市民、地域とともに育んでいく「公的財産」としての整備を目指していきます。特に、球技専用スタ
ジアムについては、これまで市民や利用者団体から強く求められてきた取組であり、他都市のスタジアム建
設事例を参考に、整備費などの費用負担について、ふるさと納税制度等を活用し、寄附金を募るなど、
企業や市民にも広く協力を求め、「みんなでつくるスタジアム」を目指していきます。

練習風景を見る

ジョギングを楽しむ

サッカーの練習をする

広場で運動する

自然を感じながら
飲食したり、働く

広場の中で働く

水辺でジョギ
ングを楽しむ

サクラの花を楽しむ

ストリートスポーツ
を楽しむ

イベントやアトラク
ションを楽しむ

ショッピングを
楽しむ

広場で安全・快適に
過ごす

広場で飲食を
楽しむ

子どもたちが遊
具で遊ぶ

多摩川に行ける

改
定
骨
子
（
案
）
公
表

改
定
（
案
）
公
表

改
定
骨
子
策
定芝生の上で寛ぐ
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